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1.はじめに  

 メコン河下流に位置するメコンデルタは、メコン河の水資源を背景に農業や水産業が盛

んに行なわれているが塩水遡上が問題となっている。特に淡水流量の減少する乾季には高

濃度塩水の遡上距離が拡大するため、農業用水や生活用水としての取水が困難となる。さ

らにメコン河上流域の国々での水資源開発により淡水流量が減少する可能性があるため、

今後塩水遡上の影響範囲が拡大することが予想される。  

 持続的水管理のためには、数値モデルによる影響評価が重要である。特に将来的に変動

が予測される淡水流量について、その変動が塩水遡上にどのような影響を与えるのかシミ

ュレーションしてみたい。  
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2.現地観測の概要  

 対象地区はメコン河下流域の北東に位置する

Tien 川流域である。（Fig.1）ベトナム南部水資

源研究所の協力のもと 2004、2005 年にかけて現

地観測を実施し、対象地区の河川断面形状や流

速分布、塩分濃度などを測定した。  

塩水遡上の観測は Tieu 川、Dai 川の 2 派川を

中心に行なわれたが、潮汐変動に起因する流量

変動が大きいため海水と河川水の混合が激しく、

濃度の鉛直分布がほとんど見られなかった。  
Fig.1 Tien 川下流域  

このことから、対象流域における塩水遡上の形態は強混合型であることがわかる。  

3.移流分散モデル  

こ

 移流分散モデルは非定常流計算と塩水

混合の計算からなる。支配方程式として

非定常流計算には Saint-Venant方程式を、

塩水混合計算には式 (1)の移流分散方程

式を適用した。数値解析は代表的な陽差

分である 2 step Lax-Wendroff 法を用いた。

移流分散方程式の分散項に含まれる縦分

散係数は、理論式と実測値から求めた算定式(2
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こで、A:断面積 ,Q:流量 ,S:塩分濃度 ,e1 :係数 ,b:川幅 /2
V:断面平均流速 ,m:断面特性値 ,R:径深  

)を適用した。  
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4.解析方法  

 上流境界は My Thuan、下流境界は各派川に 1 ヶ所ずつの計 5 ヶ所である。境界条件は非

定常流計算では上・下流端とも観測水位時系列を与え、塩水混合計算では上流端は 0ppt、

下流端は塩分濃度時系列を与えた。  

 解析は、まず移流分散モデルによる数値シミュレーションの計算値と実測値を比較する。 

 次に、淡水流量の影響を再現するために上流境界の水位変化により淡水流量を人為的に

増減させ、塩水遡上の遡上距離や季節変動にどのような影響を及ぼすか評価する。水位変

化は MTWL（My Thuan Water Level）－0.05m, MTWL, MTWL＋0.05m の 3 種類で比較する。  

5.結果と考察  

 Fig.2、Fig.3 はそれぞれHoa Binh観測所（Tieu川河口から 30km上流）観測所、Tra Vinh（Co 

Chien川河口から

である。なお実

測値は日最高、

最低濃度である。

Tra Vinhにおけ

る濃度時系列は

実測値と計算値

が近く、よく再

現できている。

Hoa Binhは季節変動は近い傾向を示すものの、実測値に較べ日変動の幅が小さい。実測値

に近づけるためにe

25km上流）における計算値と実測値との比較である。縦分散係数e1=0.05

にどのように影響するかシミュレーシ

 

塩分

現することができた。淡水流量の

興機構（JST）の戦略的創造研究推進事業 型  

デリングと利用システム』の一環としてなされたものです。ここに記して謝意を表します。  

1を変化させたが、変動幅はあまり変わらなかった。  

 次に、上流境界の水位を変化させ塩水浸入距離

や季節変動
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Fig.2 Hoa Binh 塩分濃度  Fig.3 Tra Vinh 塩分濃度  
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Fig.4 濃度分布の変化  

2/8-2/21

ョンした。数値計算では、上流境界My Thuanの 5cm

の水位変化が、淡水流量にして約 1,000m3/sの変化

となった。Fig.4 はTieu川における塩分濃度縦断分

布の季節変動を示す。濃度分布は日変動が大きい

ため、2 週間平均の濃度を出力した。  

 上流水位の増加に伴い、高濃度塩水の遡上距離

や季節変動が小さくなることがわかる。

6.まとめ  

 移流分散モデルによる数値解析により、

濃度変化を再

減少により塩水遡上の影響範囲が拡大すること

が示せた。今後は、モデルの改良により精度を

高め、淡水流量と塩水遡上の関係が量的に評価

できるようにしたい。  
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